
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №119 

市議団ニュース 

 

連 絡 先           201６年１０月９日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所4F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」 更新中です 

 

 

住
民
福
祉
の
増
進
に
重
点
を
置
い
た
市
政
に 

決算議会が終わりました！ 
市民の暮らし最優先の姿勢が見えず！ 

2015年度決算 

平成 27年度 

９
月
議
会
で
は
、
２
０
１
５
年
度
一
般
会

計
や
国
保
な
ど
特
別
会
計
の
決
算
認
定
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
久
喜
市

議
団
は
、
消
費
税
増
税
や
年
金
引
き
下
げ
、

物
価
の
上
昇
な
ど
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
応

援
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
市
民
の
暮
ら
し
を

さ
さ
え
る
決
算
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
検
証
す

る
立
場
で
質
疑
し
ま
し
た
。 

市
は
財
政
が
厳
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
財

政
調
整
基
金
を
積
み
増
し
、
約
５５
億
円
に
、

そ
の
他
の
基
金
で
は
１１
億
円
増
加
し
９３
億

３
４
７
８
万
円
に
増
や
し
て
い
ま
す
。（
経
常

収
支
比
率
や
、
財
政
力
指
数
な
ど
の
経
営
数

値
は
昨
年
よ
り
も
、
好
転
し
て
い
ま
す
。
） 

２
０
１
５
年
度
決
算
の
特
徴
は
、
約
３
７

億
円
を
か
け
幸
手
市
か
ら
誘
致
し
た
Ｊ
Ａ
久

喜
総
合
病
院
が
わ
ず
か
５
年
で
経
営
破
綻

し
、
一
般
社
団
法
人
「
巨
樹
の
会
」
へ
売
却

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
し

て
医
師
不
足
、
消
費
税
の
増
税
や
、
診
療
報

酬
の
引
き
下
げ
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
久
喜
市
か
ら
４０
億
円
を
か
け
て

誘
致
し
た
東
京
理
科
大
の
撤
退
が
確
定
し
ま

し
た
。
理
科
大
は
撤
退
に
伴
い
土
地
な
ど
４

割
の
無
償
譲
渡
と
、
１
億
円
の
寄
付
金
を
提

示
し
、
残
り
６
割
の
土
地
を
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド

に
売
却
と
な
り
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
懸
念

さ
れ
て
い
た
問
題
で
久
喜
市
の
対
応
が
問
わ

れ
た
問
題
で
し
た
。 

久
喜
総
合
病
院
の
運
営
に
対
し
て
支
援
に

踏
み
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

理
科
大
の
撤
退
問
題
で
は
、
企
業
に
よ
る

開
発
を
進
め
る
道
で
な
く
、
周
辺
環
境
を
守

る
た
め
、
全
体
を
久
喜
市
が
所
有
す
る
道
も

あ
っ
た
の
で
は
な
ど
、
対
案
を
示
し
て
来
ま

し
た
。 

 

暮
ら
し
を
支
援
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ
た 

個
別
の
問
題
で
は
、
税
制
強
化
と
社
会
保

障
給
付
の
抑
制
の
手
段
と
し
て
、
国
が
強
引

に
推
し
進
め
た
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
は
約
１
億
５
５
１
１
万
８
０
０
０
円

で
す
。
国
の
法
定
受
託
事
務
に
も
か
か
わ
ら

ず
久
喜
市
の
持
ち
出
し
は
約
９
４
７
０
万
円

と
な
り
今
後
も
維
持
経
費
が
増
え
ま
す
。
情

報
漏
え
い
や
市
民
の
利
便
性
向
上
に
役
立
た

な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

多
額
の
経
費
を
か
け
た
住
民
票
の
コ
ン
ビ

ニ
給
付
事
業
は
、
そ
れ
こ
そ
「
費
用
対
効
果
」

を
考
え
る
べ
き
で
し
た
。
む
し
ろ
廃
止
し
た

７７
歳
の
敬
老
祝
い
金
復
活
に
あ
て
る
な
ど
福

祉
の
増
進
が
必
要
で
し
た
。 

 

 

合
併
後
、
市
民
負
担
増
の 

一
方
で
基
金
は
９３
億
円
に 

自校給食で「心も温まるよ」栗橋小 

 栗橋地域の小学校では、

自校調理方式をつづけてい

ます。学校の中で調理員さ

んたちが、あったかい給食

を作ります。 

 この日は、教室に調理員

さんが来て、給食のおかず

材料の産地や、栄養などを

お話していました。そして

この後は、エンドウ豆のさ

やから、スジをとる作業を

みんなで楽しくやりまし

た。 

 

 

 

 

 

今
日
の
配
膳
は
、
僕
た
ち

が
担
当
で
す 

市
内
循
環
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業
で
は
、
交
通
弱
者
対

策
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど
市
民
の

要
望
を
取
り
入
れ
る
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
高
校
卒
業
ま
で

に
拡
充
を
、
学
校
給
食
費
は
補
助
す
る
な
ど
「
若
い
世
代
か
ら

選
ば
れ
る
市
」
と
す
べ
き
で
し
た
。 

毎
日
使
う
生
活
道
路
の
整
備
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
度
に
冠
水

す
る
地
域
の
対
策
な
ど
、
「
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う

市
民
要
望
に
応
え
る
計
画
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
し

た
。 議

員
団
で
は
、
市
民
目
線
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
、
改
善
提

案
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 
 

栗橋地区高柳に 

巨大キノコ 

ニオウシメジが出現 

是非一度見に行って

はいかがですか 

教
室
で
調
理
員
さ
ん
か
ら
給
食

内
容
の
食
育
を
受
け
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１ 介護保険の介護予防生活支援事業は、これまでのサ

ービスを低下させないことを求める 

問 介護保険は総合事業へと変わるが、久喜市は 29年度

までに示さなければならない。介護予防訪問・通所サー

ビスの事業所やサービス単価はどうなるのか決定した

のか。 

答 現行とかわらない予定である。 

問 新たに多様なサービスＡができるが、専門職、資格な

しも可とした緩和規準となる。委託すべきではないが。 

答 利用者の選択を広げものとして、総合事業に位置づけ

指定をする。 

問 住民主体のボランティアなどによる多様なサービス

Ｂの位置づけはどうするのか。 

答 すぐに実施は難しい。 

問 新しい取組の市民への周知をすべきだが。 

答 来年２月の広報に特集を掲載、1月に事業所・ケアマ

ネージャーの説明会を開く予定である。 

２ 北中曽根地区の整備途中の舗装整備は早急に進める

べきだが。 

答 多くの要望があり、多額の費用がかかることから早期

に整備を進めることは難しい。 

 

１ 学校給食費 保護者負担分の値上げは見送りを  

問 給食費子どもの貧困率は16.3％に達し、一人親家庭

では「2人に1人」という状況がある。子育て支援に力

を入れ値上げは中止すべき。 

答 学校給食における賄い材料費は、保護者に負担をい

ただいている。 

問 全国では、給食の無料化など、補助制度の実施は

19.3％もある。検討を進めるべき。  

答 就学援助制度で支援している。富裕層にも一律支援

するのはいかがかと考える。 

２ 理科大跡地に給食センターを建設するが、自校方式

による優れた学校給食は継続し拡大すべき  

問 市内すべての小中学校34校の学校給食１万2000食を

調理する給食センターを建設し、2020年に稼働させる

計画である。自校方式による学校給食は、食育の面や、

暖かい給食をすぐ食べられるなど優れている。栗橋地

区の自校方式による給食の継続を求める。 

答 近い将来施設及び設備の改修が必要、衛生管理や費

用対効果を踏まえ、市内全小中学校を対象とした給食セ

ンターを検討した。自校方式が優れているとは考えない。 

 

１ 移動図書館の復活をさせ、公平な情報提供を 

問 合併前、久喜市や鷲宮町には、移動図書館が走り、高

齢者や子供など、「図書館は遠くて行けない」という市

民に図書を届けていた。現在は廃止されているが、図書

館から２ｋｍ前後はなれたところでは、情報の過疎地域

になっているのではないか。ぜひ、復活を求めるが。 

答 今は、新聞やテレビ、インターネットなどからも情報

が得られるので、情報過疎地域とは考えない。 

問 各図書館から遠い地域の市民に「移動図書館」への要

望などアンケートの実施をしてはどうか。 

答 考えていない。 

２ ＪＲ東鷲宮駅地下道バリアフリー化を早く 

問 地下道東側には、エレベーターとエスカレーターが設

置されて、利用者、市民に喜ばれているが、西側の工事

が未完成で、車いすで駅の中に入ることは、今もできて

いない。ＪＲとの協議はどうなっているのか。 

答 地下にＪＲの通信ケーブルなどの埋設物もあり、協議

が難航しているが、土地買収などもある。施行の年度協

定書を結んで、早期に着手できるようやっていく。 

問 バリアフリー化法の趣旨からも、ＪＲにも応分の負担

を求めるべきではないか。 

答 ＪＲ側は、費用の負担はできないと言ってきた。 

 

 

 

１ 住宅リフォーム助成制度の創設を 

 市の住宅に関する助成制度は「建築物耐震補強等助成金交

付事業制度」がありますが、この制度は、昭和 56年以前の

建物が対象であり、耐震診断、補強工事に限られています。

利用は昨年 27年度２名で、金額は 105万３千円です。26 

度・25年度と同じような数字で利用者が少ない状況です。 

お風呂の改修や、バリアフリーにしたい等、住宅リフォー

ムを希望する方は数多くいます。昨年の６月議会でもこの問

題を取り上げました。その時の調査では市内３社の建設会社

で、東日本大震災後の２年から３年の間に、1500件から 1600

件の受注があり、金額は９億３千万円にも上っています。 

市長は「行政の仕事は社会的に弱い方々への事業を専らに

すべきと考えている。個人の資産を増やすことになるリフォ

ーム助成制度は考えていない」と常に答弁していますが、今、

国でも、県でも地域経済の活性化だけではなく、人口減少対

策の一環としてもこの制度を推し進めています。 

国の防災・安全交付金を活用して助成をしている事業です

が、利用の少ない現在の制度だけで対応すべきではなく、市

民の要望が多い、住宅リフォーム助成制度を創設すべきで

す。実現まで取り組んでいきます。 

 

 

 

石田としはる 

 

渡辺まさよ 

 

平間ますみ 

 

杉野おさむ 

「市民の願い」を市政に届けました（一般質問①） 


